
弘前市と背森市のC.B. D.の比較

摂関克

1. ，まCめに

C. B. D. (Central Business Destrict) の研究は近年ますます盛んiとなっているが，

その定義は未だ明確でなく，研究方詮も多様を極めている。それは都市の差異がそのまま

C. B. D.の内部構造・範臨の違いとなるからである。

本来C.B. D.は“業務中心地"で中枢管理機誌の集積地であるが，一般の地方都市ではそ

の地伎に商業機能があち，業務機能拭一角を出めている比すぎない司そ ζで本捨て;，ま杉村

(1977)の“中心務葉地"の概念を穀り入れて，主iζ高業機能からC.B. D.を考殺する。

2. C. B. D.の範囲と

謂査培は驚森市と弘前市で，中心指標として相続税期産評価額一路線錨一(1979)を，さ

ちにC.B. D.構成要業中の都心的機能の地域的連続性を副次指標におき，両都市のC.B.D.

の範閣を決定した。間都市ともC.B.D.融界路線価は最高路線艇の3096内外であるが，同路

線価の道路でも沿線の土地別舟が異なるため，決断はできなかった。なお，弘前市は官公庁

周囲の路嬢揺が低いため 諜査地花入れる乙とはできなかった。

調査方法は，まず2，500分の l市街鴎にメッシュ(実測12.5捻fを当て， 1方絡l罵途を

として南都市のC.B.D.む土地手IJ摺関を作成した母その醸l方格iζ数戸も入る調庖

める業種で代表し，雑居どjレのように用途の異なる応舗・事業所が同一難物

iと入麗している場合は，その建物が数・面積共に大部分を占め，暁らかに l用途と見なせる

他は，通ちへの依梓度かる 1脅の用途で代表した〈図1.2

またC.B.D.構成婆紫の中から幾業種かを抽出して それを蕗線街の最高績を:∞として

8096以上， 79---7096， 69---6096， 59---5096， 49---409答. 3996以下の6段蹄足分けて分布告調

べた。
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関l 背森市 (c.B.D.)の土地手当活関
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関2 弘前市 (C.B. D. )の土地利用問
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3. C.B.D.の土地別現状況の比較

図により，両都市のC.B. D.の土地手'J問状況を考察しよう。

青義市は1979年人口が28.1万人で勲都として摂行政機関が集中し 競争するような市は

付近になし睦奥湾沿岸に広大な商醤を持つ。

罰 1中の両線は最高路線{而で 330万円である。なお青森市では新町通りの--部，相p町通り

2丁目，本町 2丁目関の一部で，滋路の両揺の路続{面が異なる。削者は駅から

側，後者は海から見て右側が10万円内外高値を示す。 ζれは道路の両側の土地利島

よって生じる O 前者は戦後行政機関が軒町通り、国道4号線開(新町通りの右側方舟)に集

積したため通行人の流れが右側 六コ 後者は土地利用が進んではおらず，

路幅が広すぎて連絡がつかない為であろう。

C.B.D.の形は海に長辺を面した長方形である。商業機能は新町通りから柳開通り

沿i乙線的l乙，新町 1T日吉)11 1丁目に面的に分布している。業務機能は国道4号線沿いと，

軒町 2T日，長島 1γ目iζ面的分布を孟している。乙れはC.B.D.が分化しているといえる。

地i乙慰楽機能は，指泊擁設が安万 1T日lこ故食屈は古川 1丁目に集中している

積は駅の近くで地価が薬価な為で，後者iま裏通り的性格の分布であろう

次iζ庭回り品告が多い商誌編の買回り品倍率(買白り品自舗数/その抱)を調べ.特にそ

の値が高い連続した通ち(関自数からみても，通りに面した万格数からみても)

街とした。それは占J111丁目，新町i丁目間道路の中央古川通りとの交差点か会夜!吉通りを

左析し新町通り号右析し八甲通りとの交差点までであるつ

弘前市1979年人口 17‘3万人で，江戸時代から城下町として捧軽地万サザ帯に及ぶ商圏を有すっ

五所)11)頭市との競争が激化しているが，弘前市はまだこれらの都市を合む上位

最高路線価は 185万円で，青森市と比べ路線誼の変化に劣しい C.B.D.の形は訳前とド

土手町の集積地安中土手町が繋ぐ不規制な形をなしているQζれは古くからの商J主語である

・中土手町と，新興高庖衝の駅前が離れているためである。

各機能別にみると，蒔業機能は一番町から土子爵Jを上り，土子町十文字から代官町と土子

町を上る道賂に 2分される。業務機能は官公庁がないζとから見られないコ慰楽機能では鍛

治町，新鍛治町lζ飲食庖が集中し，特異な景観をなしているコこれは土子町の裏通り的性格

に加え，近くに弘渇鉄道の終起点の中央弘前駅ができたためで・あるc

{告に弘前市では駅前一需に広い空地， i主宅地があるが， ζれは裏通りの路諜価が極端に低

いζ とか込考えて，弘前市のC.B. D.の未分化を示している。
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と同様に一次臨忠告佐調べると，その分布は下土手町からよ土手間lζ少し入った端

でである。青森市が高路線舗道路である新時通りがほとんど一次頭目街に入ふなかった

のと対照的に，弘前市では高路線師道路である土手町と一致している

全方棒数は青森市が2720，面積氏して 0.42kni，弘前市は各2641，0.41婦で差はないが，都

心的機能と非都心的機能でみると 青森市の都心的機能の割合は 71.8弘弘前市は 64.1勉と

なる。しかし商業機能は方語数・構成比とも弘前市が大きし i司HJの商業が栄んなことがわ

かる。

4 各機能の地域的分化

C. B. D.内の各機能の地域的分北の度合を知る為，図lこ1辺50m四万のメッシュ

各機能の集麓状況をみた。 1方務内の支配的単一機能の土地利用率(等震住率)の

り， 50--59%. 60--79%， 80%以上の 3段構記分け，小売業の分布を調べたっ

両事とも一次商J占街と分布が法ぽ重なるが，青森市は方格数が少ないが l

いのに対し，弘前市は方格数が多く連続しているのが l万格の密!度は低いっ

5. 両都市のC.B.D.構成要素の名分布

C.B.D‘の整備状況を，買回り品届・最寄り品自の分布から調べてみよう

り品自の中でも，最も高路線画との結び、つきが強い婦人盟・洋品・時計・眼鏡-

fι 靴・鞄・絹子f瓦化粧品誌を選び，その分布を調べたむ
弘前市では時計・眼鏡・宝石山を鎗いて，ほぽ80~ち以上 l乙棺当する下. r11土子町

て，

レ
口九

る。しかし婦人報・洋品は80%の集中の告は，高路韓価と反比例を示す。これは近年ブティ

ックが，地下の安い高1古街iこ立地してきたためであろう c

は全殻的lζ80ラちへの集中が紹く，分散的である。このことから80労以上の新町高

さが窺れる。

呉服・紳士服・洋品は上述の買i可ち品自民比べて高路線価との結びつきが5弘、といわれて

いるむその分布告みると，呉服辻両市とも低路線留に集中しているが，紳士服・洋品は弘前

市で分散，斉森市で高路線鶴への集中

薬局，身辺雑貨は中心興業地との結びつきが薄く，その分高は とも低路線舗に

集中しているが，身辺雑貨は弘前市の分散， となるおこ

していないことを示すものであろう。

銀行は青森前が高路線価との結びつきが強いのに対し，弘前市は正反対であるコ

もC.B.D.に入って辻おらず，業務機能が商業機能ほど集積して!i~ '¥なし
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G.むすび

1. C. B. D.の形は青森市が方形，弘前市は駅前と下土手留JK2分されていて，裏通りは

非都心機能が多く未分化である O

2. 一次自活街は背森市が高諮線価道路と一致せず 弘前車誌合致する。 ζれは雪森市の

高諮線価道路の新時通りは道幅がすぎショッピングしやすいとはし、えないからである Q

3. 業務機能は弘前市北はほとんど見られず. C.B.D.が未分化で丙践都市として詞業機

能のみが卓越している。青森市はC.B. D.の分化が進んで、いるとはし、え，商業機能のC.B.D.

における培技時弘前市ほどでない。

乙の小論をまとめるにあたり御助言・御指導を賜った横山弘教護，水野裕助教授，また資

料提供して下さった青森・弘前市役所*税務署の方々に対して感謝の意を表します。
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